
：

：

：

：

評価員氏名

■評価方法 及び 認定書等

性能表示事項 評価方法 認定番号等

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】
評価対象建築物の名称

評価対象建築物の所在地

設計者等の氏名

１．構造の安定 1-1.耐震等級（倒壊等防止）

　　に関すること 1-2.耐震等級（損傷防止）

1-5.耐積雪等級

1-6.地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法

1-3.その他

1-4.耐風等級

1-7.基礎の構造方法及び形式等

２．火災時の安全 2-1.感知警報装置設置等級（自住戸火災時）

　　に関すること 2-4.脱出対策（火災時）

2-5.耐火等級（延焼の恐れある部分・開口部）

４．維持管理・更新へ
4-1.維持管理対策等級（専用配管）

　の配慮に関すること

2-6.耐火等級（延焼の恐れある部分・開口部以外）

３．劣化の軽減
3-1.劣化対策等級（構造躯体等）

　　に関すること

５．温熱環境・エネルギー

5-1.断熱等性能等級
　消費量に関すること

６．空気環境 6-1.ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）

5-2.一次エネルギー消費量等級

　　に関すること 6-2.換気対策

７．光・視環境 7-1.単純開口率

    に関すること

　　に関すること 7-2.方位別開口比

８．音環境

8-4.透過損失等級（外壁開口部）

10．防犯に関する
10-1.開口部の侵入防止対策

　　こと

９．高齢者等への
9-1.高齢者等配慮対策等級（専用部分）

　　配慮に関すること

＊Ｃ 住宅型式性能認定 住宅又はその部分で国土交通大臣が定めるものの型式について評価方法基準に従って評価し、当該型式が日本住宅性能

表示基準に従って表示すべき性能を有する旨を認定すること

＊Ｄ 型式住宅部分等 規格化された型式の住宅の部分又は住宅で国土交通大臣が定めるものの製造又は新築をするものについて、

  製造者の認証 当該型式住宅部分等の製造者としての認証をおこなうこと

【注】評価方法の種類

＊Ａ 評価方法基準 日本住宅性能表示基準に従って表示すべき性能に関する評価の方法の基準

＊Ｂ 特別評価方法認定 日本住宅性能表示基準に従って表示すべき性能に関し、評価方法基準に従った方法に代えて、特別の建築材料若しくは

構造方法に応じて又は特別の試験方法若しくは計算方法を用いて評価する方法を認定すること
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□

□ □

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □

□ □

□ □

□

□ □

□

□

□

□ □

□ □

□ □

□ □ 仕様書

□ □ 調査書

□ □

□ □

□

（ ）

□ □

）

□ □ 仕様書

□ □ 伏図等

□ （ ） □

□ □ □ □

□ （ ）

□ □ □

[

[

 評価員
記入欄

１－４耐風等級

１－３その他

壁量計算等

横架材

方法

kN/本]

大臣認定書（基準法）の活用

限界耐力計算

kN/㎡]

大臣認定書の活用

kN/㎡]

kN/本]

許容支持力度[

許容支持力[

その他

免震層及び免震材料の維持管理に関する図書の作成

許容支持力等

及びその設定

地盤又は杭の

※整数未満の端数切捨て

地盤の許容応力度 [

認定書等(品確法）の活用

１－６地盤又は

独立基礎基礎の形式

支持杭 摩擦杭

cm]

地 盤

１－１耐震等級

（倒壊等防止）

１－２耐震等級

（損傷防止）

１－５耐積雪

評価対象外

評価対象外

力等及びその

設定方法

地盤調査方法等

※整数未満の端数切捨て杭状改良地盤

仕様書

伏図等許容応力度計算

許容応力度計算 計算書

該当区域外

等級

免震

等級

等級

構造躯体

等級

許容応力度計算

偏心率0.3以下

※整数未満の端数切捨て

基　礎

スパン表

スパン表

等級

その他

   少なくとも最小値と最大値を記入

構造方法及び

構 造 躯 体

免 震 建 築 物

※等級１の場合のみチェック基準法の規定 

基礎の構造方法

方法（

形式等

設計内容

説明欄

と同様

杭径 ※複数の数値のものが使用される場合は

許容応力度計算＋偏心率の検討 (告1540号第10第1号)

許容応力度計算 （告1540号第10第2号）

平成12年建設省告示第2009号第1第3号による免震建築物

その他

杭基礎 杭 種

べた基礎

杭の許容支持

１－７基礎の

基礎の構造方

法及び形式等
基 礎

その他

m]

布基礎

杭長

直接基礎

鉄筋コンクリート造

※軸組の場合

その他の計算方法

※枠組の場合

認定書(基準法)

地盤改良有

杭の許容支持力 [

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（木造軸組・枠組壁工法）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□

□ □

□ □ □

□ □ □

□ □

□ □

□ □

□

□ □

□ □

□ □

□ □ 仕様書

□ □ 調査書

□ □

□ □

□

（ ）

□ □

）

□ □ 仕様書

□ □ 伏図等

□ （ ） □

□ □ □ □

□ （ ）

□ □ □

[ cm]

[ m]杭長

※複数の数値のものが使用される場合は

   少なくとも最小値と最大値を記入

杭径

※整数未満の端数切捨て

地盤調査方法等

方法（

地盤改良有

直接基礎

杭 種

布基礎

支持杭

独立基礎べた基礎

その他

摩擦杭

１－７基礎の

構造方法及び

形式等

設計内容

説明欄

と同様

 評価員
記入欄限界耐力計算

保有水平耐力計算（ルート３）

許容応力度等計算（ルート２）

許容応力度計算（ルート１）

仕様書

伏図等

計算書

認定書(基準法)

kN/㎡]

kN/㎡]

kN/本]

kN/本] ※整数未満の端数切捨て

杭状改良地盤

等級

１－６地盤又は

杭の許容支持

力等及びその

等級

設定方法

該当区域外

１－１耐震等級

（倒壊等防止）

１－２耐震等級

（損傷防止）

１－３その他

１－４耐風等級

評価対象外

評価対象外

１－５耐積雪

等級

等級

その他

方法

大臣認定書の活用

免震層及び免震材料の維持管理に関する図書の作成

地盤の許容応力度 [ ※整数未満の端数切捨て

基礎の構造方

杭の許容支持力 [

許容支持力度[

許容支持力等

及びその設定

免 震 建 築 物

基 礎

地 盤

等級

免震

認定書等(品確法）の活用

　構造計算方法

平成12年建設省告示第2009号第1第3号による免震建築物

法及び形式等

鉄筋コンクリート造

基礎の形式

杭基礎

地盤又は杭の

基礎の構造方法

その他

その他

その他の計算方法

大臣認定書（基準法）の活用

許容支持力[

記 載 図 書 確 認 欄

構造躯体

構 造 躯 体

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（S造・RC造）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□ □ 仕上表

□ □ 平面図

□ □ □

□

□ □ □ □

□ □ □

□ □ □

□

２－１感知警報

その他

階段等

その他

台所等

装置設置等級

（自住戸火災

時）

寝室 居室
設 置 場 所

種 類

＊等級4のみ

等級

　
感知部分

＊等級4のみ

 評価員
記入欄

音 響 性 能 等警報部分

警報音70dB以上 警報音85dB以上

住宅用防災警報器（ネットワーク化）

住宅用防災警報器等

350㎡毎設置150㎡毎設置

基準に適合した感知部分の設置場所

居室を有する各階設置

住宅用防災報知設備等

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□ □

□ □ □ □ □

□ □ □ □ □

□ □ □ □

□ （ ）

 評価員
記入欄

直通階段に直接通ずるバルコニー

滑り棒

避難はしご

脱出対策

（３階以上）

設計内容

説明欄

仕上表

平面図

避難ロープ

その他

項 目 設 計 内 容

避難用タラップ

該当なし

避難器具

避難橋 救助袋

緩降機避 難 器 具 の

種 類

滑り台

２－４脱出対策

（火災時）

と同様

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果

 20220916 日本ＥＲＩ株式会社



□

□ □

□ □ □

□ □

□ 該当なし 低いもの）

（ 耐 火 性

60分以上

20分以上

能 が 最 も その他

仕 様 等

 評価員
記入欄

仕上表

建具表耐火性能

外壁の開口部の耐火性能開口 部の

防 火 設 備 の 耐火時間

２－５耐火等級

（延焼のおそれ

のある部分・

開口部）

等級

項 目 設 計 内 容 記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果
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□

□ □ □

□ □ □ □

□ □ □ 認定書(基準法)

□ □ □ □

 評価員
記入欄

能 が 最 も

45分以上

認定書等（品確法）の活用

外壁の耐火時間

認 定 書 等

外壁の構造等
60分以上

20分以上

仕上表

矩計図その他

該当なし

　

等級

外 壁 ・ 軒

裏の 構造

（ 耐 火 性

（延焼のおそれ

のある部分・

開口部以外）

２－６耐火等級

低いもの）

軒裏の耐火時間

その他

60分以上

20分以上
軒裏の構造等

確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 記 載 図 書設 計 内 容

 20220916 日本ＥＲＩ株式会社



□

□ □

□ □ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

軸材・ □
下地材 □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ □

□

□ □

□

□ □

□ □ □

□

□ ( □ □ □

□ ( □ □ □

□

□

□

□

に適合

土台に接する外壁下端水切り

Ｋ３以上の薬剤処理（工場処理）

浴室 浴室ユニット

小屋裏 無 （屋根断熱工法・その他の措置）

※いずれにも該当する場合は

　それぞれにチェック

換気口

有

地面から基礎上端又は土台下端までの高さが400mm以上

耐久性区分Ｄ１のうち、ヒノキ等の高耐久樹種

その他

その他

その他)防湿方法

脱衣室

防蟻措置（

べた基礎等

対象区域外）

コンクリート

 評価員
記入欄

矩計図

伏図等

耐久性区分Ｄ１のうち、ヒノキ等の高耐久樹種

Ｋ３以上の薬剤処理（工場処理）

（等級2のみ選択可）

（等級2のみ選択可）製材、集成材等＋耐久性区分Ｄ1

合板

耐久性区分Ｄ１のうち、ヒノキ等の高耐久樹種

構造用合板等＋薬剤処理（現場処理可）

製材、集成材等＋耐久性区分Ｄ1

３－１劣化対策

等級（構造躯

体等） 製材、集成材等＋薬剤処理（現場処理可）

建築基準法施行令第37条、第41条、第49条及び第80条の2の規定

外 壁 の

軸 組 等

浴室・ 脱衣

室の 防水

防 蟻 処 理

外壁の構造等

（地面から１m）

その他

等級

防水上の措置

土 台

製材、集成材等又は構造用合板等＋薬剤処理（現場処理可）

製材、集成材等＋小径13.5㎝

構 造 部 材 等

柱

換 気

製材、集成材等＋耐久性区分Ｄ1 （等級2のみ選択可）

その他

土壌処理

基 礎 高 さ

製材、集成材等＋耐久性区分Ｄ1＋小径12.0㎝以上

基 礎 高 さ

措 置 等 防湿措置・床下

換 気 措 置

床下防湿

防 腐 ・

防湿フィルム床下地盤面の

防水上有効な仕上げ

その他)

の 措 置

換気措置

小屋裏 有 （換気措置による）

基礎断熱工法 ※一部基礎断熱工法の場合もチェック

認 定 書 等

地 盤 防 蟻 措 置

認定書等（品確法）の活用

外壁軸組等の防腐措置等

外壁軸組等の防腐措置等

仕上表

仕様書

立面図

小 屋 裏

外壁通気構造等 （真壁構造で90ｃｍ以上の軒の出がある場合を含む）

製材、集成材等＋小径12.0㎝ （等級2のみ選択可）

その他

小 屋 裏 換 気

ねこ土台

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（木造軸組・枠組壁工法）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□

□

□ □ □

□ □

□

□ □

□ □

□

□ □

□

□ 〔 □ □ □ 〕

□ 〔 □ □ □ 〕

□

□

□

□

伏図等

換 気

床下防湿

措 置 等

床下地盤面の

防湿措置・床下

換 気 措 置

小 屋 裏 小 屋 裏 換 気

の 措 置

防湿方法

３－１劣化対策

等級（構造躯

体等）

その他

等級

構造躯体

認定書等（品確法）の活用

鋼 材 の 厚 さ

（ 最 小 ）

一般部

鋼材の厚さに応じた防錆措置が講じられている

注：地階を除く最下階の柱脚部が対象

鋼材の厚さに応じた防錆措置が講じられている

その他特認等

その他特認等

構 造 部 材 等

ねこ土台換気口

基礎断熱工法

　それぞれにチェック

※いずれにも該当する場合は

建築基準法施行令第37条及び第80条の2の規定に適合

換気措置 その他

小屋裏 有 （換気措置による）

小屋裏 無 （屋根断熱工法・その他の措置）

 評価員認 定 書 等

その他

柱脚部

鋼材の厚さに応じた防錆措置が講じられている

コンクリート

注：柱・梁・筋かい以外の部分に使用されている鋼材

その他特認等

記入欄仕様書

平面図

断面図

矩計図

防湿フィルム

立面図

確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（S造）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容 記 載 図 書
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□

□ □ □

□ □ □ □

□ □ □

□ □

□ □ □

□

□

□

□

□

□ □

□ □

□ □

□

Ｆｑ等が３３Ｎ/mm2以上の場合、スランプ２１cm以下

設計かぶり厚さ

第79条の3及び第80条の2の規定に適合

４～６％ その他

打込・締め固め方法、打継ぎ部の処理方法、養生方法コンクリートの

建築基準法施行令第37条、第72条、第74条、第75条、第79条、

JASS５－７節、８節に準拠 その他

空 気 量

　注：Ｆｑ等：JASS５における品質基準強度、又は同等の基準強度を示す

その他　大臣認定書、又はJASS5（2018）解説表3.2の値 等

１８５kg/m3 以下 その他単 位 水 量

３－１劣化対策

等級（構造躯

体等）

認定書等（品確法）の活用

　最小かぶり厚さ

コ ン ク リ ー ト 種

類・セメント種類

水 セ メ ント比・

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

等級 認 定 書 等

ｾﾒﾝﾄの種類

　水セメント比

コンクリー

 評価員
記入欄ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ 仕様書

伏図等

55％以下

Ｆｑ等が３３Ｎ/mm2未満の場合、スランプ１８cm以下

水セメント比に応じたかぶり厚さを確保

施工誤差を考慮した設計かぶり厚さを設定している

60％以下

中庸熱･低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

50％以下

ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

その他のﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

ト・セメント

部材 の設

最小かぶり厚さ

そ の 他 の 構 造 部 材 等

充 填 方 法 等

計 ・ 配 筋

ス ラ ン プ
コンクリー

ト の 品 質

施工計画

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（RC造）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□ □

□

□ □ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

便所、その他水廻りに必要な清掃措置の確保

 評価員
記入欄

たわみ、抜け等が生じないよう設置

排水管内面が平滑である

条例等による適用外の地域

給水管、排水管、給湯管及びガス管上のコンクリート打設無し

基礎伏図

設備図

仕上表

配置図

平面図

専用配管
無し（コンクリートブロックを含む）

給水管、排水管、給湯管及びガス管のコンクリート内への埋め込み

内 面 の 仕 様

主要接合部等

設 置 状 態

排 水 管

配 管

埋 設 管

排水 管の

※等級3の場合のみ記入

性 状 等

専 用

※等級3の場合のみ記入の 点 検 措 置

主要接合部等の点検措置等の確保

４－１維持管理

対策等級

（専用配管） 地 中

等級

点 検 口

コンクリート内

埋 込 み 配 管

埋 設 管 上 の

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

排 水 管 の

清 掃 措 置

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□

□

□ □

（ □ □

□ □

□ （ ） □

□ □

□ （ ） □

の表示値 □

について □ □

は設計内 □

容説明欄 □

と同様 □

□

対 策

通気層の設置

通気層の設置有り（繊維系断熱材を使用する場合は防風層設置）

除外規定適用（添付図書に内容を記載）

認定書等（品確法）の活用

結露防止 認定書等（品確法）の活用

繊維系断熱材

防湿層の設置
防湿層の設置有り 除外規定適用（添付図書に内容を記載）

繊維系断熱材等の使用

日射熱取得率 ηAＣの値を評価書に表示する 計算書

矩計図

UA及び す る 場 合 冷房期の平均 冷房期の平均日射熱取得率ηAＣの基準に適合 建具表

表示をする を 適 用 熱 貫 流 率 UAの値を評価書に表示する W/㎡K

）地域 平面図

の場合に 性能基準 外 皮 平 均 外皮平均熱貫流率UAの基準に適合 立面図

仕様基準

性能等級 認定書等（品確法）の活用（住宅の部分） 記入欄

性能基準 仕上表 □適 用 す る 基 準

５－１断熱等 等級 認 定 書 等 認定書等（品確法）の活用（住宅）  評価員

項 目 設 計 内 容 記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（木造軸組・枠組壁工法・S造）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果

最高等級

ηAＣ
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□

□

□ □

（ □ □

□ □

□ （ ） □

□ □

□ （ ） □

の表示値 □

について □ □

は設計内 □

容説明欄 □

と同様 □

□

□

□

□

□

ηAＣ

熱 橋 部 対 策

断熱補強有り

除外規定適用（添付図書に内容を記載）

認定書等（品確法）の活用

防湿層の設置有り 除外規定適用（添付図書に内容を記載）

認定書等（品確法）の活用

断熱材の施工 躯体面に断熱材を全面密着 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等で内断熱工法の場合

通気層の設置

通気層の設置有り（繊維系断熱材を使用する場合は防風層設置）対 策

除外規定適用（添付図書に内容を記載）

外 皮 平 均 外皮平均熱貫流率UAの基準に適合

仕様基準

日射熱取得率

立面図

矩計図

建具表冷房期の平均日射熱取得率ηAＣの基準に適合

ηAＣの値を評価書に表示する

）地域

確認項目

UA及び

表示をする

計算書

す る 場 合 冷房期の平均

適 用 す る 基 準

平面図

を 適 用 熱 貫 流 率 UAの値を評価書に表示する W/㎡K

の場合に 性能基準

認定書等（品確法）の活用

結露防止

繊維系断熱材 繊維系断熱材等の使用

防湿層の設置

確 認 欄記 載 図 書

性 能 表 示 自己評価

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容

最高等級

記入欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（RC造）】

設 計 内 容 説 明 欄

認 定 書 等 認定書等（品確法）の活用（住宅）

設計内容

□

認定書等（品確法）の活用（住宅の部分）

性能基準 仕上表

５－１断熱等 等級  評価員

性能等級
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□

□

□ □

（ □ □

（ ） □

□ □

□ □

□

□

□ □

□ □

□ □

□

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

□

□

□

□

系統図

換 気
換気設備方式 Webプログラム出力票による 平面図

機器表熱 交 換 型 Webプログラム出力票による

項 目 設 計 内 容 記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果

）地域 最高等級の 適 用 す る 設計一次エネルギー消費量の値を評価書に記載する 仕様書

評価員

ｷﾞｰ消費量等級 認定書等（品確法）の活用（住宅の部分） 記入欄

性能基準 仕上表 □

５－２一次ｴﾈﾙ 等級 認 定 書 等 認定書等（品確法）の活用（住宅）

設計一次 居 室 お よ び 床面積の合計 Webプログラム出力票による

場合に 基 本 的 基 準 MJ/（㎡・年） 面積表

エネルギー 非居室の面積 主居室の面積 Webプログラム出力票による

消費量の その他の居室の面積 Webプログラム出力票による

表示をする 事 項 等 仕様基準

表示値に

外 皮

適用する基準
性能基準 仕上表

ついては 仕様基準 仕様書

設計内容

断 熱 性 能 等

Webプログラム出力票による 平面図

説明欄

と同様

暖 冷 房
暖 房 方 式 Webプログラム出力票による 仕上表

仕様書冷 房 方 式 Webプログラム出力票による

Webプログラム出力票による

水 栓 Webプログラム出力票による

浴 槽

給 湯

給 湯 熱 源 機 Webプログラム出力票による

配 管

Webプログラム出力票による

太 陽 給 湯 Webプログラム出力票による

発 電

太 陽 光 発 電 Webプログラム出力票による

の 採 用

ｺ ｰ ｼ ﾞ ｪ ﾈ ﾚ ｰ Webプログラム出力票による

ｼ ｮ ﾝ ｼ ｽ ﾃ ﾑ

照 明 照 明 器 具 Webプログラム出力票による
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□ □ □ □

□

□ □

□ □ □ □

□

□ □

□

□

□

（等級2）

特定建材のうち最もﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散が大きい建

該当なし

天井裏等

の下 地材

等

F☆☆☆☆

（等級3）仕上げ材

ホルムアルデ

ヒド発散等級 F☆☆☆☆

（等級3）

内 装 の

措 置 方 法

該当なし

換気措置による

気密措置による

（等級1）（等級2）

F☆☆☆

６－１ホルム

アルデヒド対策

（内装及び

天井裏等）

設計内容

F☆☆

ホルムアルデ

ヒド発散等級

説明欄

と同様

F☆☆☆

 評価員
記入欄

内装仕上

下地材等

居 室 の

仕上表

建材表

製材等 特定建材 その他の建材

特定建材のうち最もホルムアルデヒド発散が大きい建材

使 用 建 材

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□ □

□ （ ） □

（ □ 有 □ 無 ） □ □

□ （ □ 有 □ 無 □

（ □ 有 □ 無 ） □

□ （ □ 有 □ 無 ）

（ □ 有 □ 無 ）

□ （ □ 有 □ 無 ）

 評価員
記入欄

便 所

対 策

と同様 機械換気設備

種 類換気対策
その他

６－２換気対策 設計内容

説明欄

局所換気

仕様書

平面図

計算書

機械換気設備

換気のできる窓

換気のできる窓

浴 室

該当なし

該当なし

台 所

該当なし

換気のできる窓

機械換気設備

機械換気設備

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□

（ ％ ） □

※整数を入力してください。 □ □

□

□

と同様 居 室 床 面 積 に 対 す る

開 口 部 の 割 合

建具表

平面図  評価員
記入欄

計算書

以上

７－１単純

開口率

設計内容

説明欄

単純開口率

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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％ ） ％ ） □

％ ） ％ ） □

％ ） □ □

※整数を入力してください。 □

□

と同様 方 位 別 開 口 部 の

面 積 合 計 の 比

計算書真上（

７－２方位別

開口比

設計内容

説明欄

東面（

西面（

項 目 設 計 内 容

 評価員
記入欄

北面（

南面（

記 載 図 書 確 認 欄

平面図

建具表

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果
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□ （ ） □

□ ｄＢ ） □

□ □

□ （ ） □

□ ｄＢ ） □

□

□ （ ）

□ □ ｄＢ ）

□ □

□ □ （ ）

□ □ ｄＢ ）

□

遮音性能が

最低のもの

を記入する）

（各方位、

（透過損失の平均値

南 の 方 位 の

ｻｯｼ・ﾄﾞｱｾｯﾄ

（透過損失の平均値

認定書等（品確法）の活用

ｻｯｼ・ﾄﾞｱｾｯﾄ

西 の 方 位 の

その他試験を行うもの （透過損失の平均値

ｻｯｼ・ﾄﾞｱｾｯﾄ その他試験を行うもの （透過損失の平均値

東 の 方 位 の

試験成績書認定書等（品確法）の活用

記入欄

開口 部の

遮音性能

 評価員ＪＩＳの遮音等級表示品北 の 方 位 の

ｻｯｼ・ﾄﾞｱｾｯﾄ

仕上表

建具表

ＪＩＳの遮音等級表示品

認定書等（品確法）の活用

ＪＩＳの遮音等級表示品

その他試験を行うもの

認定書等（品確法）の活用

ＪＩＳの遮音等級表示品

該当なし（西）

北面等級

東面等級

南面等級

西面等級

該当なし（東）

該当なし（南）

８－４透過損失

等級（外壁

開口部）

該当なし（北）

□

その他試験を行うもの

確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容 記 載 図 書
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□ □

□ □

□ □

□ □

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

９－１高齢者等

配慮対策等級

（専用部分）

幅 員 ( 日

常生活空

等級

5

段 差

部 屋 の

配 置 等

特 定 寝 室 と

同 一 階 に ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置、かつ、特定寝室と同一階に便所を設置（ﾎｰﾑ

仕上表玄関・便所・浴室・食事室・脱衣室・洗面所

平面図

特定寝室面積

(日常生活

あ る 部 屋

滑 り 防 止

空 間 内 ）

寝室,便所

及び浴室

の 設 置

日 常 生 活 空 間
内

勾 配 等

日常生活空間外

階 段

階段無

蹴 込 み

形 式 等

手 摺

段 鼻

間 内 ）

便所の寸法等

が設置されている（腰壁等の高さによる基準に適合）

建築基準法施行令第126条第1項の基準に適合

浴 室 の 寸 法

バ ル コ ニ ー

通 路 の 幅 員

建築基準法施行令第23条から第27条までの基準に適合

手 摺 の 設 置

階段の幅員等

転落防止手摺

出入口の幅員

通路 等の

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ出入口の幅750㎜(通路より直進可能な場合は650㎜)以上）

特定寝室の内法面積12㎡以上

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置、かつ、蹴込みが30mm以下

通路等への食い込み及び突出、回り階段等の設置　無し

通路最小有効幅員850㎜以上（柱等の箇所800㎜以上）

玄関出入口の有効幅員800㎜以上

浴室出入口の有効幅員800㎜以上

短辺内法（工事を伴わない撤去を含む）が1,300㎜以上

又は背壁から便器先端の寸法＋500㎜以上

その他の出入口800㎜以上（工事を伴わない撤去を含む）

短辺内法1,400㎜以上　かつ　内法面積2.5㎡以上

腰掛け式便器を設置

階段、便所、浴室、玄関、脱衣室において、それぞれの基準に

適合する手摺が設置されている

バルコニー、窓（２階以上）、廊下及び階段において、転落防止手摺

勝手口出入口、タタミコーナー等、バルコニー出入口）の段差有り

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置、かつ、等級３の勾配等の基準に適合

蹴込みが30mm以下、かつ、蹴込み板設置

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

床は段差のない構造

勾配6/7以下、かつ、550㎜≦蹴上×2＋踏面≦650㎜

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

滑り止めなし、又は、滑り止めが踏面と同一面

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

段鼻の出　なし

床は段差のない構造適用除外 （玄関出入口、玄関上がりかまち、

記 載 図 書設 計 内 容

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 確 認 欄項 目

 評価員
記入欄
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□ □ 仕上表

□ □ 平面図

□ □

□ □

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

又は軽微な改造による長さを含む）

９－１高齢者等

配慮対策等級

（専用部分）

の 設 置

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置、かつ、特定寝室と同一階に便所を設置（ﾎｰﾑ

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ出入口の幅750㎜(通路より直進可能な場合は650㎜)以上）

床は段差のない構造適用除外 （玄関出入口、玄関上がりかまち、

階段、便所、浴室、玄関、脱衣室において、それぞれの基準に

適合する手摺が設置されている

浴室出入口の有効幅員650㎜以上

含む）、もしくは、便器の前方及び側方に500㎜以上（ドアの開放

便所・浴室

床は段差のない構造

勾配6/7以下、かつ、550㎜≦蹴上×2＋踏面≦650㎜

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置、かつ、等級３の勾配等の基準に適合

その他の出入口750㎜以上（工事を伴わない撤去を含む）

出入口）の段差有り

建築基準法施行令第23条から第27条までの基準に適合

建築基準法施行令第126条第1項の基準に適合

通路最小有効幅員780㎜以上（柱等の箇所750㎜以上）

特 定 寝 室 と

同 一 階 に

あ る 部 屋

転落防止手摺

階段の幅員等

日 常 生 活 空 間
内

日常生活空間外

勾 配 等

蹴 込 み

形 式 等

手 摺 の 設 置

等級

4

階 段

階段無

段 差

部 屋 の

配 置 等

通路 等の

幅 員 ( 日

手 摺

特定寝室面積

浴 室 の 寸 法

バ ル コ ニ ー

通 路 の 幅 員

蹴込みが30mm以下、かつ、蹴込み板設置

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置、かつ、蹴込みが30mm以下

通路等への食い込み及び突出、回り階段等の設置　無し

短辺内法1,400㎜以上　かつ　内法面積2.5㎡以上

腰掛け式便器を設置

特定寝室の内法面積12㎡以上

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

日常生活空間外の階段、かつ、蹴込みが30mm以下

バルコニー、窓（２階以上）、廊下及び階段において、転落防止手摺

が設置されている（腰壁等の高さによる基準に適合）

短辺内法1,100㎜以上、かつ、長辺内法1,300㎜以上（軽微な改造を

玄関出入口の有効幅員750㎜以上

出入口の幅員

便所の寸法等

常生活空

間 内 ）

(日常生活

空 間 内 ）

寝室,便所

及び浴室

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

確 認 欄事 項 結 果 項 目 設 計 内 容 記 載 図 書

勝手口出入口、タタミコーナー等、浴室の出入口、バルコニー

日常生活空間外の階段

 評価員
記入欄

日常生活空間外の階段､かつ､等級３の勾配等の基準に適合
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□ □ 仕上表

□ 平面図

□ □

□ □

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

階段、便所、浴室、玄関※、脱衣室※において、それぞれの基準に

及び浴室

(日常生活

浴室出入口の有効幅員600㎜以上

その他の出入口750㎜以上（軽微な改造を含む）

バルコニー、窓（２階以上）、廊下及び階段において、転落防止手摺

が設置されている（腰壁等の高さによる基準に適合）

転落防止手摺

出入口の幅員

適合する手摺が設置されている　　　　　　　

便所の寸法等

の 設 置

幅 員 ( 日

通路 等の

浴 室 の 寸 法

バ ル コ ニ ー

勾配22/21以下、550㎜≦蹴上×2＋踏面≦650㎜、かつ、踏面195㎜以上

日常生活空間外

あ る 部 屋

床は段差のない構造適用除外 （玄関出入口、玄関上がりかまち、

勝手口出入口、タタミコーナー等、浴室の出入口、バルコニー

出入口）の段差有り

床は段差のない構造

日 常 生 活 空 間
内

勾 配 等

 評価員
記入欄

便所特 定 寝 室 と

同 一 階 に

蹴 込 み

手 摺 の 設 置

階段の幅員等

９－１高齢者等

配慮対策等級

（専用部分）

階 段

3

部 屋 の

配 置 等

等級

段 差

階段無

手 摺

特定寝室面積

空 間 内 ）

常生活空

間 内 ）

寝室,便所

通 路 の 幅 員

腰掛け式便器を設置

特定寝室の内法面積 9㎡以上

建築基準法施行令第126条第1項の基準に適合

通路最小有効幅員780㎜以上（柱等の箇所750㎜以上）

玄関出入口の有効幅員750㎜以上

長辺内法1,300㎜以上（軽微な改造を含む）、もしくは、便器の前方

又は、側方に500㎜以上（ドアの開放又は軽微な改造による長さを

含む）

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

蹴込みが30mm以下

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

建築基準法施行令第23条から第27条までの基準に適合

短辺内法1,300㎜以上　かつ　内法面積2.0㎡以上

※設置準備含む

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□ □ 仕上表

□ 平面図

□ □

□ □

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

部 屋 の

配 置 等

転落防止手摺

の 設 置

９－１高齢者等

配慮対策等級

（専用部分）

等級

2

特 定 寝 室 と

同 一 階 に

段 差

階段の幅員等

バ ル コ ニ ー

日 常 生 活 空 間
内

 評価員
記入欄

建築基準法施行令第126条第1項の基準に適合

勾 配 等

蹴 込 み

手 摺 の 設 置
適合する手摺が設置されている　　　　　　　 ※設置準備含む

バルコニー、窓（２階以上）、廊下及び階段において、転落防止手摺

が設置されている（腰壁等の高さによる基準に適合）

便所

床は段差のない構造適用除外 （玄関出入口、玄関上がりかまち、

勝手口出入口、タタミコーナー等、浴室の出入口、バルコニー

出入口）の段差有り

階段、便所、浴室、玄関※、脱衣室※において、それぞれの基準に

蹴込みが30mm以下

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

手 摺

日常生活空間外

階 段 勾配22/21以下、550㎜≦蹴上×2＋踏面≦650㎜、かつ、踏面195㎜以上

階段無

建築基準法施行令第23条から第27条までの基準に適合

あ る 部 屋

ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

床は段差のない構造

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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□ □ 仕上表

□ □ 平面図

□ □

□ □

□

 評価員
記入欄基 準

基 準

建築基準法施行令第126条第1項の基準に適合、又は建築基準法

施行令第117条により適用除外

建築基準法施行令第23条から第27条までの基準に適合

バルコ　ニー等無

階 段

階段無

９－１高齢者等

配慮対策等級

手摺(バル

等級

1

コニー等)

（専用部分）

記 載 図 書 確 認 欄

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容
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■ 1 階 □ □ □

□ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □

□ □ □

□ 　 階 □ □

□ □

□ □

□ □ □

□ □

□ □ □

□ 　 階 □ □

□ □

□ □

□ □ □

□ □

□ □ □

□ 階 □ □

□ □

□ □

□ □ □

□ □

□ □ □

□ 階 □ □

□ □

□ □

□ □ □

□ □

□ □ □

　　　　ａ：長辺が400ｍｍ、短辺が250ｍｍの長方形　　　　ｂ：長径が400ｍｍ、短径が300ｍｍの楕円　　　　ｃ：直径が350ｍｍの円

該当する開口部無し

侵入防止上有効な措置 （

その他

雨戸等による対策）

ＦＩＸ窓有

雨戸等による対策）

該当する開口部無し

雨戸等による対策）

ＦＩＸ窓有

ＦＩＸ窓有

　区分 a

雨戸等による対策）

該当する開口部無し

雨戸等による対策）

その他

　区分 c

と同様 区分及び措置

*1　*2　*3　*4

区分及び措置

*1　*2　*3　*4

　*4　「侵入可能な規模の開口部」とは、住戸の内部に通じる開口部のうち、次のａからｃまでに掲げる大きさの断面のブロックのいずれかが通過可能な開口部をいう。

雨戸等による対策）

その他

侵入防止上有効な措置 （

その他

　区分 c

区分及び措置

侵入防止上有効な措置 （

その他

その他ＦＩＸ窓有

該当する開口部無し

*1　*2　*3　*4

　区分 b

雨戸等による対策）

その他 該当する開口部無し

雨戸等による対策）

　区分 a 侵入防止上有効な措置 （

　*2　『その他』とは侵入可能な規模の開口部のうち、一つでも「侵入防止対策上有効な措置の講じられた開口部に該当しないものがある」場合を示す。

　*3　『該当する開口部無し』とは、グループ内のすべての開口部が「侵入可能な規模の開口部」に該当しない場合を示す。

 　*1　『侵入防止上有効な措置』とは,侵入可能な規模の開口部のうち、すべての開口部が「侵入防止対策上有効な措置の講じられた開口部である」場合を示す。

       ただし、上記の中でシャッター、雨戸による対策のみによって侵入防止対策が講じられている開口部を含む場合は『雨戸等による対策』にもチェックする。

の侵入防止

対策

設計内容

説明欄

該当する開口部無し

侵入防止上有効な措置 （

該当する開口部無し

ＦＩＸ窓有

雨戸等による対策）

その他

侵入防止上有効な措置 （

該当する開口部無し

その他

雨戸等による対策）

ＦＩＸ窓有

区分及び措置

*1　*2　*3　*4

区分及び措置

侵入防止上有効な措置 （

その他

　区分 a 侵入防止上有効な措置 （

　区分 c

該当する開口部無し

雨戸等による対策）

該当する開口部無し

雨戸等による対策）

該当する開口部無し

該当する開口部無し

侵入防止上有効な措置 （

設計内容説明書【一戸建ての住宅用（共通）】

性 能 表 示 自己評価
確認項目

設 計 内 容 説 明 欄 設計内容

ＦＩＸ窓有 その他 該当する開口部無し

　区分 a 侵入防止上有効な措置 （ 雨戸等による対策）

その他 該当する開口部無し

　区分 b 侵入防止上有効な措置 （ 雨戸等による対策）

　区分 b
ＦＩＸ窓有

ＦＩＸ窓有

　区分 b

 評価員
記入欄

　区分 a

事 項 結 果 項 目 設 計 内 容 記 載 図 書 確 認 欄

*1　*2　*3　*4 ＦＩＸ窓有 その他 該当する開口部無し

　区分 c 侵入防止上有効な措置 （ 雨戸等による対策）

　区分 b

その他

　区分 c

侵入防止上有効な措置 （

侵入防止上有効な措置 （

平面図

立面図

建具表

侵入防止上有効な措置 （

その他

１０－１開口部

 20220916 日本ＥＲＩ株式会社




